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千代川のこれからの川づくりに
関する説明会

１．千代川の概要と過去の洪水
２．これまでの治水事業と千代川の現状
３．千代川の水利用
４．千代川の河川環境
５．千代川水系河川整備基本方針の内容
６．河川整備計画
７．今後のスケジュール

千代川の概要と過去の洪水

千代川の概要

過去の洪水
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流域面積、流路延長等

行 徳

鳥取砂丘流 域 図流 域 図

鳥取市鳥取市

八頭町八頭町

智頭町智頭町

若桜町若桜町

・流域面積：・流域面積：1,190km1,190km22

・幹線流路延長：・幹線流路延長：5252kmkm

・流域内人口：約・流域内人口：約2020万人万人

・想定氾濫区域面積：・想定氾濫区域面積：6464kmkm22

・想定氾濫区域内人口：約・想定氾濫区域内人口：約9.49.4万人万人

・流域構成市町：鳥取市、・流域構成市町：鳥取市、

八頭町、八頭町、

智頭町、智頭町、

若桜町若桜町

地形

行 徳

AA’’

AA

千代川下流域の横断面図

水はけの悪い低平地
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約1/1,500
～1/400

約1/230
～1/100

約1/100
～1//50(幹川）

佐治川

鳥取平野

・千代川本川の河床勾配は下流で比較的緩やか・千代川本川の河床勾配は下流で比較的緩やか

・山地に取り囲まれた中央に鳥取平野が・山地に取り囲まれた中央に鳥取平野が位置し、位置し、水はけが悪く、内水被害が発生しやすい地形水はけが悪く、内水被害が発生しやすい地形
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気象・気候
・・鳥取地方は鳥取地方は中国地方の中でも多雨中国地方の中でも多雨地域地域
・千代川流域の降雨量は約・千代川流域の降雨量は約2,000mm2,000mmで、本川沿いでは少なく三方の山地部で多いで、本川沿いでは少なく三方の山地部で多い
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年平均降雨量分布図(平成7年～平成16年データに基づき作成)
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鳥取・智頭における月別の平均気温と降水量 (H8～H17)

流域内の気象庁観測地点の年間平均降水量（Ｈ8～H17)

既往洪水の一覧

昭 和昭 和 5 15 1 年年 99 月 洪 水月 洪 水

平 成平 成 1 01 0 年年 1 01 0 月 洪 水月 洪 水

昭 和昭 和 5 45 4 年年 1 01 0 月 洪 水月 洪 水

大 正大 正 1 21 2 年年 99 月 洪 水月 洪 水

大 正大 正 77 年年 99 月 洪 水月 洪 水

洪水名洪水名

台風台風1717号号3,3003,300⑤⑤

台風台風1010号号3,6003,600④④

台風台風2020号号4,3004,300③③

台風台風5,7005,700②②

台風台風6,4006,400①①

成成 因因
流流 量量

((行徳行徳))
(m(m33/s)/s)

順位順位

既往最大洪水は大正７年既往最大洪水は大正７年99月洪水月洪水((行徳推定流量：行徳推定流量：6,400m6,400m33/s/s))
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改修事業の契機となった洪水（大正（大正77年年99月洪水）月洪水）

浸 水 深 (ｍ )

0 . 5 ｍ 未 満

0 . 5 ｍ 以 上 ～ 1 . 0 ｍ 未 満

1 . 0 ｍ 以 上 ～ 2 . 0 ｍ 未 満

2 . 0 ｍ 以 上 ～ 5 . 0 ｍ 未 満

5 . 0 ｍ 以 上

大 正 7年 9月 洪 水

実 績 浸 水 区 域

●

●●

●
鳥取商工会館(T.P.7.20m)

▼

鳥取市役所(T.P.7.22m)

▼

山陰合同銀行(T.P.8.03m)

▼

注注))本図は痕跡水位をもとに氾濫エリアを推定し作成本図は痕跡水位をもとに氾濫エリアを推定し作成

大正大正77年年99月洪水による浸水エリア月洪水による浸水エリア

・行徳地点推定流量：約・行徳地点推定流量：約6,400m6,400m33/s/s

・鳥取平野のほぼ全域が水没・鳥取平野のほぼ全域が水没

・直轄改修の契機となる・直轄改修の契機となる

千代川下流部の破堤氾濫千代川下流部の破堤氾濫

・全半壊家屋：・全半壊家屋：702702棟、棟、

浸水家屋：浸水家屋：13,18613,186棟棟

田畑浸水面積：田畑浸水面積：7,3377,337町町 (1(1町＝町＝0.99ha)0.99ha)

戦後最大の洪水（昭和54年10月洪水）

国道が侵食により流出国道が侵食により流出((旧用瀬町旧用瀬町：：現鳥取市）現鳥取市）

・行徳地点観測流量：約・行徳地点観測流量：約44,,3300m00m33/s/s

・下流は広域で内水被害が発生・下流は広域で内水被害が発生

・上流では氾濫被害が発生・上流では氾濫被害が発生

・家屋被害：・家屋被害：1,3551,355棟、田畑浸水面積：棟、田畑浸水面積：510ha510ha

鳥取市鳥取市吉成地区の浸水状況吉成地区の浸水状況

・本図は実績の浸水エリアにもとづき作成・本図は実績の浸水エリアにもとづき作成

昭和昭和5454年年1010月洪水による下流の浸水エリア月洪水による下流の浸水エリア
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平成になって最大の洪水（平成平成1010年年1010月洪水）月洪水）

・行徳地点観測流量：約・行徳地点観測流量：約33,,6600m00m33/s/s

・家屋被害：・家屋被害：201201棟、田畑浸水面積：棟、田畑浸水面積：220ha0ha

・用瀬地区では川から水があふれる・用瀬地区では川から水があふれる

千代川の主な洪水と既定計画の策定

破損・浸水： 5,555戸207mm/2日約2,500m3/s伊勢湾台風昭和34年9月洪水

破損・浸水： 16戸213mm/2日約2,600m3/s台風23号平成16年10月洪水

破損・浸水： 99戸202mm/2日約3,200m3/s台風21号平成16年9月洪水

昭和41年3月：工事実施基本計画の策定 計画流量：4,700m3/s、（基本高水ピーク流量：4,700m3/s)

破損・浸水： 722戸180mm/2日約2,700m3/s第2室戸台風昭和36年9月洪水

破損・浸水： 1,355戸285mm/2日約4,300m3/s台風20号昭和54年10月洪水

破損・浸水： 744戸261mm/2日約3,300m3/s台風17号昭和51年9月洪水

破損・浸水： 105戸312mm/2日約2,500m3/s台風19号平成2年9月洪水

昭和59年3月：工事実施基本計画の改定 計画流量：5,500m3/s、（基本高水ピーク流量：6,300m3/s)

平成17年4月：河川整備基本方針の策定 計画流量：5,700m3/s、（基本高水ピーク流量：6,300m3/s)

破損・浸水： 201戸165mm/2日約3,600m3/s台風10号平成10年10月洪水

破損・浸水： 9,005戸199mm/2日約3,500m3/s室戸台風昭和9年9月洪水

破損・浸水：11,097戸325mm/2日約5,700m3/s台 風大正12年9月洪水

破損・浸水：13,888戸204mm/2日約6,400m3/s台風(既往第1位)大正7年9月洪水

被害状況流域平均
2日雨量

流 量成 因洪水名

千代川の主な洪水と既定計画の策定
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これまでの治水事業と
千代川の状況

これまでの治水事業

千代川の現状

千代川の河道の付け替え
古くは鳥取平野を大きく蛇行し流下
鳥取平野は沼沢地

慶長・元和の改修(江戸時代初期)
(農地を遊水地として活用)

洪水を速やかに日本海へ流下させることを
目的として、大正15年より流路の直線化等
の改修事業に着手

凡 例

：旧河道跡

：現在の堤防

：河道付替部

：市街地

行徳

 

鳥取平野の開発と治水の形態図(千代川史より抜粋)

本川付替（捷水路）本川付替（捷水路）
T15T15～～S7S7

新新袋川付替袋川付替((新川開削新川開削))

S3S3～～S9S9

袋袋 川川
千
代
川

千
代
川
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河口の付け替え

現在の河口現在の河口((平成平成1616年年22月月))

・河口閉塞による洪水時の流水阻害・河口閉塞による洪水時の流水阻害

・賀露港の航路維持・賀露港の航路維持

等を目的として、河口を付け替え等を目的として、河口を付け替え((昭和昭和5858年通水開始年通水開始))

用瀬改修事業

千
代
川

国道53号

用瀬町中心地

Ｈ１８年度
掘削箇所

■平成１１年度から用瀬の改修事業に着手
■用瀬の流しびな、露岩等、優れた文化、景観があり、学識経験者及び地域住民の意見
を伺い、事業を進めている。

流しびな

Ｈ１１年度から掘削、築
堤を行ってきた
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浜坂遊水池事業

計画遊水池
V=202千m3

弁天橋

浜坂排水樋門 狐川排水ポンプ サイフォン呑口

サイフォン吐口

丸山排水樋門

■狐川流域の内水対策として遊水池事業に着手
■Ｈ１７年度までに遊水池事業は概成し、１８年度から鳥取市により遊水池内の公園整備を行っ
ている。

殿ダム建設事業
殿ダム建設事業は平成23年度の完成に向け総事業費950億円で事業を進めており、現在付替道路工事及びダム本体
関連工事を進めており、12月には県道鳥取国府岩美線の暫定供用・市道神護1号線全線供用を予定しています。また、
年度末にはダム本体工事の着手を予定しています。

①仮排水路状況（呑口） ※H18.3竣工

②仮排水路工事状況（吐口） ※H18.3
竣工

③河川付替（拾石地区）○殿ダム完成予想図

○付替道路工事状況
（県道鳥取国府岩美線）

④県道迂回路（殿地区） ⑦県道楠城地区⑥県道拾石地区⑤県道神護地区

総貯水容量
12,400,000m3

ダ
ム
高

75
.0

m

堤頂 EL.200.00m

有効貯水容量
11,200,000m3

洪水調節容量 5,500,000m3

常時満水位 EL.182.8m

最低水位 EL.163.0m

堆砂容量 1,200,000m3

利水容量 5,700,000m3
既得取水の安定化及び
河川環境の保全等 5,250,000m3
水道用水 180,000m3
工業用水 270,000m3

設計洪水位 EL.197.0m
サーチャージ水位 EL.194.5m

■殿ダムの目的

①洪水調節
洪水時にダムに水をため、下流に流す水を制限することにより下流
の洪水被害を軽減します。
②流水の正常な機能の維持
安定した水の供給を行い、下流河川の環境を保全します。
③工業用水の供給
新たな工業用水として、1日最大30,000m3の取水を可能にします。

④水道用水の供給
新たな水道用水として、1日最大20,000m3を供給します。

⑤水力発電
放流水を活用して最大1,100KWの発電を行います。

4

2

1 3

5

6
7
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堤防整備率
☆堤防整備率☆堤防整備率((完成堤の比率完成堤の比率))は、は、

・千代川：約・千代川：約6565％％

・新袋川・袋川：約・新袋川・袋川：約6262%%

・袋川・袋川((旧袋川旧袋川))：約：約62%62%

・八東川：約・八東川：約100100%%

☆千代川本川や新袋川、袋川では☆千代川本川や新袋川、袋川では
約約33割の区間で堤防の補強が必要割の区間で堤防の補強が必要
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現況流下能力

計画高水流量

流量(m3/s)

距離標

流下能力 ((千代川本川千代川本川))

千代川現況流下能力図

秋里潮止堰より上流については、ほぼ全川で流下能力が不足している秋里潮止堰より上流については、ほぼ全川で流下能力が不足している

堰、樹木、河積不足による流下能力不足堰、樹木、河積不足による流下能力不足

河積不足による流下能力不足河積不足による流下能力不足

新袋川

行
徳
■

袋
河
原
□ 用

瀬
□

八東川

袋川
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流下能力((新袋川・袋川新袋川・袋川))

新袋川・袋川現況流下能力図

・新袋川・袋川：断続的に流下能力が不足する区間が存在・新袋川・袋川：断続的に流下能力が不足する区間が存在
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現況流下能力

計画高水流量
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宮
ノ
下
□大杙堰

美歎川床固工、樹木、河積不足床固工、樹木、河積不足によるによる

流下能力不足流下能力不足
堤防高不足による流下能力不足堤防高不足による流下能力不足新袋川 袋川

堰、河積不足による堰、河積不足による
流下能力不足流下能力不足樹木樹木、河積不足による、河積不足による

流下能力不足流下能力不足

治水上の課題

＜現状＞

・計画高水流量に対し、現状流下能力が全川的に不足

・千代川・袋川が氾濫した場合には鳥取市街地に甚大な被害を与える

・堰の改築、全川的な河床掘削、樹木伐採

・洪水調節施設の建設

＜課 題＞

・計画高水流量の安全な流下のためには大規模な治水対策が必要
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千代川の水利用

水利用の状況

千代川の水利流量割合

農業用水(79.2%)

工業用水(0.1%)

上水道(5.7%)

発電用水(15.1%)

鳥取市街地の水需要は千代川に依存鳥取市街地の水需要は千代川に依存

千代川の利水の約千代川の利水の約8080%%は農業用水は農業用水

6.90420.74124.41723.577合 計

3.693.693.693.69発電用水

1.81715.65419.3318.49合計

1.6315.06018.3418.15慣行

0.1870.5940.990.34許可
農業
用水

0.0150.0150.0150.015工業用水

1.3821.3821.3821.382水道用水

非かんがい期
(9/26～4/19)

かんがい期
(後期)
(6/19～9/25)

しろかき期
(6/10～6/18)

かんがい期
(前期)
(4/20～6/9)

水 利 権

0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

千代川 袋川

比取水量(m3/s/km2)

千代川と袋川の比取水量の比較

支川袋川支川袋川のの流域面積に対する取水流域面積に対する取水
量量

→→千代川の約千代川の約2.32.3倍倍



12

袋川流域の状況

0.000

0.200

0.400

0.600

0.800

1.000

1.200

1.400

昭
和
53
年

昭
和
54
年

昭
和
55
年

昭
和
56
年

昭
和
57
年

昭
和
58
年

昭
和
59
年

昭
和
60
年

昭
和
61
年

昭
和
62
年

昭
和
63
年

平
成
元
年

平
成
2年

平
成
3年

平
成
4年

平
成
5年

平
成
6年

平
成
7年

平
成
8年

平
成
9年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
13
年

流量(m3/s)

観  測  年

平成6年8月の渇水
(袋川：玉鉾橋付近)

袋川においては、袋川においては、

利水安全度が低く、利水安全度が低く、

最小流量最小流量0m0m33/s/sも観測も観測(H6)(H6)

平成6年8月の渇水
(千代川：河原橋下流付近)

袋川：宮ノ下地点における各年の最小流量の経年変化(昭和53年～平成13年)

千代川の河川環境
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千代川の水質

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40
河口からの距離(km)

BOD75%値

出合橋(湯所：袋川）

袋　川

宮ノ下(袋川）
AA類型（1mg/l以下)

A類型（2mg/l以下)

八東川千代川本川は水質環境基準を満足し、千代川本川は水質環境基準を満足し、

良好な水質を維持良好な水質を維持

千代川の地点別のBOD75%値(平成6年～平成15年の平均値)

旧袋川出合橋(湯所)地点旧袋川のBOD75%値の経年変化
(平成元年～平成16年)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15

出合橋(湯所)

BOD75%値

袋川からの
導水開始(H7)

鳥取中心市街地を流下する袋川では鳥取中心市街地を流下する袋川では

水質改善が必要水質改善が必要

H7H7以降、水質改善のため以降、水質改善のため新新袋川から袋川から

浄化用水を導水浄化用水を導水

水質は徐々に改善傾向にある水質は徐々に改善傾向にあるものの、今後ものの、今後

もも流域一体となった取り組みが重要流域一体となった取り組みが重要

平成15年度
河川水辺の国勢調査

ｱｵﾈｶｽﾞﾗ､ﾅｶﾞﾐﾉﾂﾙｷｹﾏﾝ､
ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ､ｶﾜﾁﾞｼｬ、ｻﾝｲﾝｷﾞｸ､ﾌ
ｼﾞﾊﾞｶﾏ､ﾐｸﾘ､ｳｷﾔｶﾞﾗ

植 生 ：草本 38群落
木本 11群落

植物種 ：112科571種

植 物

平成17年度
河川水辺の国勢調査

ｲｼﾏｷｶﾞｲ､ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ､ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ､
ｵｵｶﾜﾄﾝﾎﾞ､ﾆｼｶﾜﾄﾝﾎﾞ､
ｷｲﾛｻﾅｴ､ｱｵｻﾅｴ､
ﾖｺﾐｿﾞﾄﾞﾛﾑｼ､ﾏｼｼﾞﾐ

9網29目99科240種
底生動物

平成16年度
河川水辺の国勢調査

ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ､ｱｵﾊﾀﾞﾄﾝﾎﾞ､
ｶﾜﾄﾝﾎﾞ(ｵｵｶﾜﾄﾝﾎﾞ)､ｱｵｻﾅｴ､ﾄ
ｹﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ､ｽﾞｲﾑｼﾊﾅｶﾒﾑｼ､ﾀｶﾞﾒ､
ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ､
ｶﾜﾗｱﾜﾌｷﾊﾞﾁ

16目246科1,466種

陸上昆虫類等

平成13年度
河川水辺の国勢調査

ﾁｭｳｻｷﾞ､ｸﾛｻｷﾞ、ｺﾊｸﾁｮｳ､
ｵｼﾄﾞﾘ､ﾐｺｱｲｻ、ﾐｻｺﾞ､ﾊﾁｸﾏ､
ｵｵﾀｶ､ﾊｲﾀｶ､ﾉｽﾘ、ﾊﾔﾌﾞｻ、
ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ、ｶﾜｾﾐ、ｾｯｶ

13目32科85種
鳥 類

平成16年度
河川水辺の国勢調査

ｲﾓﾘ､ﾂﾁｶﾞｴﾙ､ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ両生類：7種
爬虫類：7種
哺乳類：13種

両生類、爬虫類、
哺乳類

平成17年度
河川水辺の国勢調査

ｽﾅﾔﾂﾒ､ｽｼﾞｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ､ﾔﾏﾒ､
ﾒﾀﾞｶ､ｶﾏｷﾘ､ｼﾛｳｵ､ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ､
ｲｼﾏｷｶﾞｲ､ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ､
ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ

魚類：11目25科54種
ｴﾋﾞ・ｶﾆ・貝類：5目13科20種魚介類

出典特定種確認種数種 別

河川水辺の国勢調査による千代川水域の確認種

千代川水域の確認種
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魚介類 両生・爬虫・哺乳類 鳥　　類
種名 選定区分 種名 選定区分 種名 選定区分

条例、国RDB(ＶＵ）、 ｲﾓﾘ 県RDB(OT） ﾁｭｳｻｷﾞ 国RDB(NT)､県RDB(NT)

県RDB(ＶＵ） ﾂﾁｶﾞｴﾙ 県RDB(DD） ｸﾛｻｷﾞ 県RDB(NT)

ｽｼﾞｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ 国RDB(EN)､県RDB(NT) ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ 県RDB(OT） ｺﾊｸﾁｮｳ 県RDB(NT)

ﾔﾏﾒ 県RDB(NT） ｵｼﾄﾞﾘ 県RDB(NT)
条例、国RDB(ＶＵ） ﾐｺｱｲｻ 県RDB(NT)
県RDB(ＶＵ） ﾐｻｺﾞ 国RDB(NT)､県RDB(NT)

ｶﾏｷﾘ 県RDB(NT） ﾊﾁｸﾏ 国RDB(NT)､県RDB(NT)

ｼﾛｳｵ 県RDB(NT） 種保存、条例

ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ 県RDB(NT） 国RDB(ＶＵ)､県RDB(ＶＵ)

ｲｼﾏｷｶﾞｲ 県RDB(NT） ﾊｲﾀｶ 国RDB(NT)､県RDB(NT)

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ 国RDB(NT)､県RDB(NT) ﾉｽﾘ 県RDB(NT)

ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ 県RDB(DD） 種保存、条例
国RDB(ＶＵ)､県RDB(ＶＵ)

ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ 県RDB(NT)

ｶﾜｾﾐ 県RDB(NT)

ｾｯｶ 県RDB(NT)

陸上昆虫類等 底生動物 植　　物
種名 選定区分 種名 選定区分 種名 選定区分

ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ 県RDB(NT） ｲｼﾏｷｶﾞｲ 県RDB(NT） ｱｵﾈｶｽﾞﾗ 条例、県RDB（VU）

ｱｵﾊﾀﾞﾄﾝﾎﾞ 県RDB(NT） ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ 国RDB(NT)､県RDB(NT) ﾅｶﾞﾐﾉﾂﾙｷｹﾏﾝ 国RDB(NT）

ｶﾜﾄﾝﾎﾞ ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ 県RDB(DD） ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ 国RDB(VU)､県RDB(NT)

(ｵｵｶﾜﾄﾝﾎﾞ) ｵｵｶﾜﾄﾝﾎﾞ 県RDB(OT） ｶﾜﾁﾞｼｬ 国RDB(NT）

ｱｵｻﾅｴ 県RDB(NT） ﾆｼｶﾜﾄﾝﾎﾞ 県RDB(OT） ｻﾝｲﾝｷﾞｸ 県RDB(OT）

ﾄｹﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ 県RDB(NT） ｷｲﾛｻﾅｴ 県RDB(NT） 我国(危急)､国RDB(VU)

ｽﾞｲﾑｼﾊﾅｶﾒﾑｼ 国RDB(CR+EN） ｱｵｻﾅｴ 県RDB(NT） 条例､県RDB(CR+EN)

ﾀｶﾞﾒ 国RDB(ＶＵ)､県RDB(ＶＵ) 条例､国RDB(CR+EN) 我国(危急)､国RDB(VU)

ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ 国RDB(ＶＵ)､県RDB(ＶＵ) 県RDB(CR+EN） 条例､県RDB(CR+EN)

ｶﾜﾗｱﾜﾌｷﾊﾞﾁ 国RDB(DD） ﾏｼｼﾞﾐ 県RDB(NT） ｳｷﾔｶﾞﾗ 県RDB(NT）
※種保存：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物
　条例：「鳥取県希少野生動植物の保護に関する条例」の希少野生動植物
　国RDB：「環境省（庁）レッドデータブック（リスト）」
　　　　CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類
　　　　NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群
　県RDB：「レッドデータブックとっとり」
　　　　CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、OT：その他の保護上重要な種
　我国：「我が国における保護上重要な植物種の現状」（絶滅危惧種、危急種）

ｽﾅﾔﾂﾒ

ﾒﾀﾞｶ

県RDB(OT）

ﾖｺﾐｿﾞﾄﾞﾛﾑｼ

ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ

ﾐｸﾘ

ｵｵﾀｶ

ﾊﾔﾌﾞｻ

特定種の選定区分

河川環境

アユの産卵場

芦津渓谷

諸鹿渓谷

雨滝渓谷

枕状溶岩

鳥取砂丘
山陰海岸国立公園

下流域

中流域

上流域

三滝渓谷

氷ノ山後山那岐山国定公園

ヤマネヤマネ
((国の特別天然記念物国の特別天然記念物))

・水と緑に覆われた数多くの渓谷

芦津渓谷芦津渓谷

清らかな流れと深い森に包まれた上流域

・国の特別天然記念物であるヤマネが生息

・山付け部など露岩がある箇所で

は水しぶきをあげて流下

多種多様な生物が生息し、変化に満ちた中流域

・中流域は、千代川の中で最も

生物相が豊か

用瀬付近を流れる千代川用瀬付近を流れる千代川

鳥取平野を緩やかに流れる
下流域

ミクリミクリ

・河口の広大な水面や堰の湛水面にはカ

ンムリカイツブリやコハクチョウ等の水鳥

が飛来

・ワンドなどが形成され
ている箇所では抽水
性植物のミクリが生育

アユの産卵場付近の様子アユの産卵場付近の様子

・因幡大橋から源太橋付近にかけては千代

川で唯一かつ規模の大きいアユの産卵場

が存在

日本一の規模を誇る鳥取砂丘

千
代
川

千
代
川

鳥取砂丘鳥取砂丘

河口右岸には
千代川により
運ばれた砂が
堆積して形成
された鳥取砂
丘が拡がる
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河川環境（和奈見の枕状溶岩と用瀬の露岩）（和奈見の枕状溶岩と用瀬の露岩）

海底火山の痕跡を伝える海底火山の痕跡を伝える
和奈見の枕状溶岩和奈見の枕状溶岩

それぞれの岩に名称がそれぞれの岩に名称が
付けられている用瀬の露岩付けられている用瀬の露岩

千代川中流の低水路内に存在する和奈見(わ
なみ)の枕状溶岩は海底火山の痕跡を今に伝
えるものと言われ学術上貴重

環境・地学教育に果たす役割が大環境・地学教育に果たす役割が大

和奈見の枕状溶岩和奈見の枕状溶岩

枕状溶岩枕状溶岩

和奈見の枕状溶岩の全景和奈見の枕状溶岩の全景

大大 崎崎

かご岩かご岩

中中 岩岩

平家岩平家岩

ニつ岩ニつ岩

馬の瀬馬の瀬

用瀬の露岩の名称（地元用瀬の露岩の名称（地元の方の方への聞き取り調査による）への聞き取り調査による）

それぞれの岩に名称が付けられ、地域に親し
まれている水辺を保全することが重要

花火大会

稲常橋
和奈見橋

河原町のあゆまつり

あゆまつり最大のイベント
の一つ「あゆのつかみど
り」

鳥取市民納涼
花火大会

千代川における河川空間利用の特徴

倉田スポーツ広場のサッカー大会

鳥取平野 を 流 れ る 区間鳥取平野 を 流 れ る 区間

鳥取市街地を背後に控えレクリエーション活動の場を提供 旧河原町で唯一の広場が整備され、アユまつりの他、芋煮会を開催

霊石山

八東川

千
代
川

八東川合流点付近の様子

用瀬町の流しびな 用瀬の露岩と用瀬カヌーカップ

直轄管理区間上流直轄管理区間上流

変化に満ちた景観と水辺の伝統文化が

今もなお受け継がれる用瀬地区
・下流：市民の集いの場・下流：市民の集いの場

・中流：まちづくりとの一体化・中流：まちづくりとの一体化

・上流：水辺の文化の継承・上流：水辺の文化の継承

河川環境（（河川空間利用）河川空間利用）

八東川合流点付近八東川合流点付近

水しぶきをあげて流れる水面がカヌー愛

好者に親しまれている
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千代川水系河川整備基本方針の内容

1.計画規模

100年に1回程度発生する洪水に対しても流水の安全な流下を目指す

2.計画高水流量配分

・基準地点“行徳“

・基本高水ピーク流量：6,300m3/s
・計画高水流量：5,700m3/s(上流の洪水調節施設により600m3/sを調節)

千代川計画高水流量配分図

日
本
海

■
行
徳

●
袋
河
原

●
用
瀬

片
山
●

宮
ノ
下
●

袋
川

新
袋
川

2
,4
0
0

5
5
0

6,100 5,700 5,000 2,400

八
東
川

袋
川

将来の川づくりの目標
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T.P. 68.947

T.P. 65.880

T.P. 64.180

行徳 5,500m3/s、
5,700m3/s 河道に
よる掘削部分 

Ｂ’

Ｂ

掘削断面の検討

治水計画の考え方

流下能力はほぼ全区間で計画高水流量に対し不足

・河床勾配が1/1,500程度と緩やか
・堤体前面流速が2～3m/s程度と低
・過去の被災実績も幅2～3m程度と小

・必要な高水敷幅10mを確保すると
1,500m3/s相当の掘削が可能
・河道掘削後の流下能力 ：5,700m3/s
（既定計画の計画高水流量：5,500m3/s）

5,500m3/s河道
に必要な掘削

：5,700m3/s河道に必要な追加掘削

低水路拡幅２ｋ
３ｋ

河積の確保が必要 河積の確保が必要

行
徳
■

鳥取市街地

アユの産卵場

和奈見の枕状溶岩

用瀬の露岩と流しびな
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計画高水位
平均河床高
現計画高水流量時の計算水位(H14河道)

標高(T.P.+m)

○流下能力がほぼ全区間にわたり不足しているため、河道の流下能力を向上

させるとともに、上流の洪水調節施設で対応

○千代川は鳥取中心市街地を貫流し、市街地部での引堤は困難であるため、

現在の川幅の中で最大限の掘削

○近年発生した洪水も含め、過去の洪水による河岸浸食の実績幅及び河床勾

配、洪水時の流速等を踏まえ、区間毎に最低限必要な高水敷幅を確保

○行徳地点で1,500m3/s相当の掘削が可能であり、現況流下能力4,200m3/sと

あわせ5,700m3/sを河道で分担し、モニタリングを実施しながら河床及び河岸

を掘削

○基本高水のピーク流量6,300m3/sのうち、残りの600m3/sを洪水調節施設で

対応

○本川上流部では、和奈見地区において枕状溶岩を保全。

○用瀬地区においては左岸側の山地掘削がより大規模になること及び右岸側

に国道とJR線が存在することから、既定計画以上の流量を河道が分担する

ことは困難

○本川上流部において、既存施設の再開発を含め、洪水調節施設を検討

○内水被害については、排水機場や遊水地の整備等も含めた総合的な内水対策

を実施

千代川河道計画平面模式図

殿ダム(建設中)

■基準地点
行徳
5,700m3/s
5,500m3/s
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治水計画の考え方

1.正常流量とは？

地下水障害は発生していない。⑨地下水位の維持

対象とする施設は存在しない。⑧河川管理施設の保護

河口閉塞は施設整備により保護している。⑦河口閉塞の防止

塩害は発生していない。⑥塩害の防止

①の必要流量と同様とする。⑤漁業

商業的な舟運の利用はない。

渇水時の将来流出負荷量に対して、環境基準の2倍値
を満足する流量

景観を損なわない水面幅の確保に必要な流量

サクラマスの移動、アユの産卵に必要な流量

決 定 根 拠 等

④舟運

③流水の清潔の保持

②景観

①動植物の生息地また
は生育地の状況

検 討 項 目
2.正常流量の設定

行徳地点
通年概ね14m3/s

行徳
0k

袋川

1k
2k
3k
4k 5k 6k

7k 8k 9k 10k 11k
12k
13k 14k

15k 17k16k

八東川

感潮
区間

日本海

凡 例

基準地点(高水)

基準地点(低水)

動植物

景 観

水 質

18k

19k

20k

21k 22k

23k 24k

25k

佐治川

1

2

行徳管理区間

①動植物の生息地・生育地の状況【因幡大橋下流の瀬】
・サクラマス移動期：12.0m3/s、アユ産卵期：12.3m3/s
・サクラマス移動水深、アユ産卵流速の60cm/sを確保するた
めに必要な流量を設定

川の機能
・河川環境等に関する「河川維持流量」
・河川水の利用に関する「水利流量」

これらの流量を同時に満たす流量

①～⑨の９項目について検討し、それぞれの項目で最小限必要な流量を求め、その最大流量を確保

・治水の他、利水機能や環境など多様

正常流量
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水と緑に包まれた渓谷

今に伝わる用瀬の流しびな

広大なアユの産卵場

変化に満ちた水辺景観

・豊かな自然環境を次世代に引き継ぐよう努める

・地域づくりにも資する川づくりの推進

・瀬・淵は治水面と調和しつつ可能な限り保全に努めるとともに、

水際の緑の連続性等を確保することによる生物の生育・生息環境の保全

・瀬・淵に代表される変化に満ちた水辺景観の保全・維持

自然環境の整備と保全

河川空間環境(河川利用)の整備と保全

・流域の歴史・文化・風土に深く根ざしている千代川

・自然環境との調和を図りつつ、適正な河川の利用に努める

・水辺空間や河川敷利用に関するニーズを踏まえ、地域に親しまれる河川整備と保全に

努める

その他の事項

・治水・利水・河川環境との調和を図った河川敷地内の占用、許可工作物の設置・管理

・モニタリングをしつつ河川整備や維持管理に反映

・地域の魅力と活力を引き出す積極的な河川管理の推進
・河川に関する情報を地域住民と幅広く共有し、防災学習、河川利用に関する安全教育、
環境学習等の充実

・住民参加による河川清掃、河川愛護活動の推進

河川環境の整備と保全

河川整備計画
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・今後、20年から30年程度で整備する内容を定めた計画

・具体的な川づくりを示す

・学識経験者だけでなく、地域の方々の声を反映させた川づくり(適宜、情報公開・意見集約)

・治水・利水・環境に関する現状と課題を明らかにし、基本的な対応の考え方、現在の具体的対策、
これから実施しようとする具体的対策を盛り込む

河川整備計画とは

今後のスケジュール
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千代川の今後を考える学識懇談会

【現状の把握】
・治水、利水、環境の現状
と課題

第1回懇談会(H18.8.7)

【現地調査】
・整備の方向性に関する助言

第2回懇談会(H18.9下旬)
意見聴取

河川の現状分析と
地域の意見の集約

河川整備の目標設定

河川整備計画素案の立案

第1回地元説明会
・アンケートによる
意見聴取
(地元説明会参加者
HP活用)

（地元説明会、アンケート調査）

（8月9日：鳥取市用瀬町）
(8月10日：鳥取市）

千代川水系河川整備基本方針(H18.4.24策定)

現状の把握
【助言】

【河川整備計画素案の説明】
・整備の目標の説明
・整備メニューの内容の説明

第3回懇談会(H18.10)

（地元説明会）

第2回地元説明会
・住民説明会(直轄管理区間の沿川住民)
・関係団体への説明会(漁協、利水者)

聴取意見のとりまとめと
対応策の立案意見聴取

素案の縦覧
・事務所、市役所等公共施設での閲覧
・事務所HPへの掲載

【河川整備計画原案の説明】
・住民意見と対応策の説明
・懇談会意見のとりまとめ
・河川整備計画本文の説明

第4回懇談会(H18.12) ・聴取意見及び対応策の公表
・学識経験者の意見
(広報誌、ＨＰへの掲載)

河川整備計画(案)の修正

【意見聴取】
(計画書送付から2週間程度)

【意見聴取】
(市長意見送付から2週間程度)

省 庁 協 議

千代川水系河川整備計画策定

中四国農政局
地方通産局
環境省

河川整備原案の作成

【意見
聴取】

【意見
聴取】

【懇談会の意見】

鳥取市長

整備計画素案の公表と
意見聴取

鳥取県知事

河川整備基本方針の策定を受け、今年度の河川整備計画の策定を目指す

今後のスケジュール


